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（ No. ）

子どもたちへの未来投資

（１） 安心して子育てできる支援の充実

拡充 1 ［ 子 ど も 子 育 て 課 ］ 1

拡充 2 ［ 子 ど も 子 育 て 課 ］ 2

拡充 3 ［ 健 康 増 進 課 ］ 3

拡充 4 ［ 健 康 増 進 課 ］ 4

継続 5 ［ 保 険 医 療 課 ］ 5

継続 6 ［ 保 険 医 療 課 ］ 6

継続 7 ［ 子 ど も 子 育 て 課 ］ 7

継続 8 ［ 健 康 増 進 課 ］ 8

（２） 学びの環境づくり

新規 1 ［ 教 育 総 務 課 ］ 9

新規 2 ［ 学 校 教 育 課 ］ 10

新規 3 ［ 学 校 教 育 課 ］ 11

新規 4 ［ 学 校 教 育 課 ］ 12

拡充 5 ［ 学 校 教 育 課 ］ 13

拡充 6 ［ 学 校 教 育 課 ］ 14

継続 7 ［ 地 域 生 活 課 ］ 15

継続 8 ［ 学 校 教 育 課 ］ 16

継続 9 ［ 生 涯 学 習 課 ］ 17

（３） 若者世代に望まれるまちづくり

拡充 1 ［ 企 画 課 ］ 18

継続 2 ［ 福 祉 課 ・ 商 工 観 光 課 ］ 19

継続 3 ［ 商 工 観 光 課 ］ 20

活力とにぎわいへの未来投資

（１） 大阪・関西万博とその後の観光戦略

拡充 1 ［ 商 工 観 光 課 ］ 21

拡充 2 ［ 生 涯 学 習 課 ］ 22

継続 3 ［ 生 涯 学 習 課 ］ 23

（２） 中心市街地の活性化

新規 1 ［ 企 画 課 ］ 24

拡充 2 ［ 商 工 観 光 課 ］ 25

拡充 3 ［ 商 工 観 光 課 ］ 26

継続 4 ［ 商 工 観 光 課 ］ 27

継続 5 ［ 商 工 観 光 課 ］ 28

（３） つながり、ささえあう環境づくり

新規 1 ［ 企 画 課 ］ 29

新規 2 ［ 秘 書 広 報 課 ］ 30

新規 3 ［ 生 涯 学 習 課 ］ 31

拡充 4 ［ 企 画 課 ］ 32

（４） 地域のブランディング

拡充 1 ［ 農 政 課 ］ 33

拡充 2 ［ 農 政 課 ］ 34

拡充 3 ［ 林 務 水 産 課 ］ 35

継続 4 ［ 農 政 課 ］ 36

継続 5 ［ 農 政 課 ］ 37

継続 6 ［ 農 政 課 ］ 38

継続 7 ［ 農 政 課 ］ 39

継続 8 ［ 林 務 水 産 課 ］ 40

認定こども園整備事業費

子育てにやさしいまちづくり事業費

母子健康診査費

妊娠・出産包括支援事業費

こども医療費

乳幼児等医療費

目　　次

Ⅰ

こども家庭センター費

小児科医等開業・運営支援事業費

すもと学びの多様化プロジェクト事業費

部活動指導員配置事業費

科学のふしぎ三島教室事業費

給食センター整備費

淡路文化史料館活性化事業費

NEXT GIGAスクール推進事業費

スクールロイヤー活用事業費

教育振興費（大阪・関西万博小中学校訪問支援）

未来創造スクールプロジェクト事業費

田舎暮らし推進事業費

若手人材確保奨学金返還応援事業費

商工業振興費（未来の担い手確保補助金）

観光対策費

洲本城整備事業費

歴史文化遺産活性化事業費

赤レンガ施設管理事業費

大阪湾つながる海の旅づくりプロジェクト事業費

観光対策費

DX事業推進費

起業支援事業費

地域経済循環創造事業費

市制20周年記念事業費

文化体育館20周年記念事業費

市公式マスコットキャラクター「なのは」活用事業費

担い手育成対策費

高田屋公園改修事業費

元気な水産業創造事業費

畜産振興総合対策費

うしぢから誘発推進事業費

新規就農総合支援事業費

有害鳥獣防除対策費

中間育成事業費

Ⅱ



（ No. ）

目　　次

（５） 遊休施設の活用と空き家・空き地の解消

新規 1 ［ 都 市 計 画 課 ］ 41

拡充 2 ［ 商 工 観 光 課 ］ 42

安全・安心への未来投資

（１） 防災と社会基盤の充実

拡充 1 ［ 企 画 課 ］ 43

拡充 2 ［ 消 防 防 災 課 ］ 44

拡充 3 ［ 消 防 防 災 課 ］ 45

拡充 4 ［ 消 防 防 災 課 ］ 46

拡充 5 ［ 農 地 整 備 課 ］ 47

拡充 6 ［ 建 設 課 ］ 48

拡充 7 ［ 建 設 課 ］ 49

継続 8 ［ DX 推 進 課 ］ 50

継続 9 ［ 生 活 環 境 課 ］ 51

継続 10 ［ 農 地 整 備 課 ］ 52

継続 11 ［ 農 地 整 備 課 ］ 53

継続 12 ［ 農 地 整 備 課 ］ 54

継続 13 ［ 農 地 整 備 課 ］ 55

継続 14 ［ 建 設 課 ］ 56

継続 15 ［ 建 設 課 ］ 57

継続 16 ［ 都 市 計 画 課 ］ 58

継続 17 ［ 下 水 道 課 ］ 59

（２） 地域医療と福祉の充実

新規 1 ［ 福 祉 課 ］ 60

新規 2 ［ 介 護 福 祉 課 ］ 61

拡充 3 ［ 健 康 増 進 課 ］ 62

継続 4 ［ 保 険 医 療 課 ］ 63

継続 5 ［ 福 祉 課 ］ 64

継続 6 ［ 福 祉 課 ］ 65

継続 7 ［ 福 祉 課 ］ 66

継続 8 ［ 介 護 福 祉 課 ］ 67

継続 9 ［ 介 護 福 祉 課 ］ 68

継続 10 ［ 介 護 福 祉 課 ］ 69

継続 11 ［ サ ー ビ ス 事 業 所 ］ 70

継続 12 ［サービス事業所・介護福祉課］ 71

（３） 地域公共交通の利用促進

拡充 1 ［ 企 画 課 ］ 72

（４） 市民協働による安全で豊かな暮らしの実現

新規 1 ［ 生 活 環 境 課 ］ 73

拡充 2 ［ 生 涯 学 習 課 ］ 74

継続 3 ［ 市 民 協 働 課 ］ 75

継続 4 ［ 市 民 協 働 課 ］ 76

継続 5 ［ 生 活 環 境 課 ］ 77

継続 6 ［ 生 活 環 境 課 ］ 78

継続 7 ［ 生 活 環 境 課 ］ 79

空家対策事業費

企業立地対策事業費

広域行政負担金（ごみ処理広域化）

消防団充実強化事業費

合併浄化槽設置費

広域営農団地農道整備費

ため池等整備事業費

農業基盤整備費

多面的機能支払交付金事業費

道路維持補修事業費

消防施設費

南海地震等防災対策費

農道整備費

道路新設改良費

港湾維持補修事業費

ＣＡＴＶ施設管理費

ホームヘルパー人材確保支援事業費

ヒアリングフレイル事業（聴こえGENKI事業）

高齢者予防接種事業費

特定健康診査等事業費

生活困窮者自立支援事業費

地域生活支援費

河川改良費

市営住宅ストック総合改善事業費

公共下水道整備事業

障害者移動手段確保事業費

老人福祉施設入所費

高齢者移動手段確保事業費

認知症総合支援事業費

国民健康保険直営診療施設運営

介護サービス事業

公共交通支援事業費

飼い主のいない猫対策事業費

文化体育館維持補修事業費

消費生活対策費

男女共同参画費

景観サポーター育成事業費

ごみ減量化機器導入促進事業費

プラスチック資源循環促進事業費

Ⅲ



（ No. ）

目　　次

行財政改革と新たな行政経営の展開

新規 1 ［ 魅 力 創 生 課 ］ 80

拡充 2 ［ 行 革 推 進 室 ］ 81

継続 3 ［ DX 推 進 課 ］ 82

継続 4 ［ 総 務 課 ・ 行 革 推 進 室 ］ 83

継続 5 ［ 行 革 推 進 室 ］ 84

継続 6 ［ 市 民 協 働 課 ］ 85

継続 7 ［ 市 民 協 働 課 ］ 86

物価高騰対策

新規 1 ［ 福 祉 課 ］ 87

新規 2 ［ 介 護 福 祉 課 ・ 福 祉 課 ］ 88

拡充 3 ［ 商 工 観 光 課 ］ 89

継続 4 ［ 農 政 課 ］ 90

ふるさと納税推進事業費

電算開発費

電算開発費

業務適正化事業費

歳入確保対策の取組

戸籍住民基本台帳費

プレミアム付商品券事業費

うしぢから誘発推進事業費（飼料高騰対策）

個人番号カード関連事業費

Ⅳ

Ⅴ

淡路地区福祉有償運送事業費（燃料費）

高齢者施設等に対する光熱費等高騰対策支援事業費



事業名 拡 認定こども園整備事業費 No. 1

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 670,000 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 32,000 千円

事業概要等

事業名 拡 子育てにやさしいまちづくり事業費 No. 2

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 10,000 千円 そ の 他 特 財 13,000 千円

一 般 財 源 1,803 千円

事業概要等

事業名 拡 母子健康診査費 No. 3

財源内訳
国 庫 支 出 金 625 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 73 千円

一 般 財 源 12,508 千円

事業概要等

所属 子ども子育て課 事業費 24,803 千円 [一般会計]Ⅰ-(1)-2

[一般会計]Ⅰ-(1)-1所属 子ども子育て課 事業費 702,000 千円

　五色地域の保育園児数については、少子化・人口減少により、急
激に少なくなっており、育ちの段階に応じた活動に必要な集団規模
の確保ができない状況となっているため、５園ある保育園を認定こど
も園１園に集約し、五色認定こども園（仮称）を整備する。
　また、１園に集約することにより、効率的な運営を行い、保育士不
足・待機児童の解消につなげる。
　令和７年度については、令和８年４月の開園に向けて建築工事を
進める。

　安心して子どもを産み育てることができる環境づくりを推進するた
め、妊婦又は乳児が医療機関を受診する際のタクシー利用料金等
の助成や新生児への知育玩具及びおむつ用ごみ袋の支給、出産
時には祝金を支給することで、子育て世帯を多方面から支援する。
　また、令和７年度には、遊具等の整備を実施し、子どもの遊び場の
更なる充実を図る。

　母子保健法に基づき、全ての子育て世帯を対象に育児不安の軽
減、乳幼児の健全な成長・発達を促すことを目的に、委託先医療機
関と連携を密に行うとともに、健康診査の結果等の情報活用などに
より伴走型相談支援の効果的な実施につなげ、安全・安心に子育て
ができるよう、切れ目のない相談支援体制を推進する。
　３～４か月児・１歳６か月児・３歳児健康診査、５歳児発達支援巡回
相談、発達支援相談に加え、令和７年度からは１か月児健康診査の
助成を実施する。

所属 健康増進課 事業費 13,206 千円 [一般会計]Ⅰ-(1)-3



事業名 拡 妊娠・出産包括支援事業費 No. 4

財源内訳
国 庫 支 出 金 41,552 千円 県 支 出 金 7,178 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 7,187 千円

事業概要等

事業名 継 こども医療費 No. 5

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 11,040 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 62,168 千円

一 般 財 源 10,988 千円

事業概要等

事業名 継 乳幼児等医療費 No. 6

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 30,201 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 39,228 千円

一 般 財 源 30,322 千円

事業概要等

　健やかに安心して妊娠・出産・子育てをしていただけるよう、妊娠期か
ら子育て期にわたる切れ目のない支援を実施する。
①母子健康手帳交付時に、全ての妊婦を対象に面談を行い、妊娠・出
産・子育てに関する相談に応じ、情報提供等を行う。
②産後の母親の「からだ」と「こころ」のケア、母乳育児の方法や乳房トラ
ブルの対応、赤ちゃんの育て方等のサポートが必要な方に対する助産
師によるケアや相談支援を行う。
③ペアレント・プログラムを通じて、児童の心身の発達状況等に応じた
情報提供、相談、保護者同士の悩みや不安の共有等の支援により、親
子間における適切な関係性の構築を図ることを支援する。

所属 保険医療課 事業費 84,196 千円 [一般会計]Ⅰ-(1)-5

所属 健康増進課 事業費 55,917 千円 [一般会計]Ⅰ-(1)-4

　乳幼児等に係る医療費の自己負担分を全額助成。他の公費負担医
療制度利用時の自己負担分も併せて助成する。
（入院時の食事代、差額ベッド代、その他実費等は対象外）

【対象は下記①、②の要件を満たす場合】
 ①０歳から小学３年生
 ②１歳以上の保護者等は市民税所得割合計が235千円未満
　 （所得割は寄附金等税額控除適用前の額を使用等、別途条件有）

　こども（小学４年生から年度末年齢18歳まで）に係る医療費の自己負
担分を全額助成。他の公費負担医療制度利用時の自己負担分も併せ
て助成する。
（入院時の食事代、差額ベッド代、その他実費等は対象外）

【対象は下記①、②の要件を満たす場合】
 ①小学４年生から年度末年齢18歳までで、婚姻や事実婚状態になく、
　　保護者等の扶養を受けているこども
 ②保護者等の市民税所得割合計が235千円未満
　  （所得割は寄附金等税額控除適用前の額を使用等、別途条件有）

所属 保険医療課 事業費 99,751 千円 [一般会計]Ⅰ-(1)-6



事業名 継 こども家庭センター費 No. 7

財源内訳
国 庫 支 出 金 2,620 千円 県 支 出 金 734 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 11,481 千円

事業概要等

事業名 継 小児科医等開業・運営支援事業費 No. 8

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 20,000 千円

事業概要等

事業名 新 NEXT GIGAスクール推進事業費 No. 9

財源内訳
国 庫 支 出 金 38,866 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 100,000 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 60,492 千円

事業概要等

所属 子ども子育て課 事業費 14,835 千円 [一般会計]Ⅰ-(1)-7

　安心して子どもを産み育て、住み続けられる社会インフラの整備を
目的として、新規開設の小児科又は産婦人科に対し運営等の費用
の一部を助成する。

所属 教育総務課 事業費 199,358 千円 [一般会計]Ⅰ-(2)-1

　「洲本市こども家庭センター」は、18歳までの子どもとその家庭に対
する相談支援を実施することにより、虐待への予防的な対応や子育
てに困難を抱える家庭へ確実に支援を届ける役割を果たし、母子保
健と児童福祉の両機能の連携・協働を深めて、妊娠期から子育て期
にわたり切れ目なく誰一人取りこぼすことのないよう一体的な支援を
行う。

所属 健康増進課 事業費 20,000 千円 [一般会計]Ⅰ-(1)-8

　ＧＩＧＡスクール構想による成果の普及・拡大を図るため、１人１台
端末の更新整備及び情報通信ネットワークの強化を通じ、学習にお
けるＩＣＴの活用及び教育の情報化を推進する。
　令和７年度は、中学校の生徒用端末等を更新し、ＬＴＥ通信の導
入により教室外にも活用範囲を広げ、通信環境の改善を図りつつ、
教育ＤＸの実現を進める。



事業名 新 スクールロイヤー活用事業費 No. 10

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 792 千円

事業概要等

事業名 新 教育振興費（大阪・関西万博小中学校訪問支援） No. 11

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 13,980 千円

事業概要等

事業名 新 未来創造スクールプロジェクト事業費 No. 12

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 3,500 千円

事業概要等

　学校に寄せられる様々な要望等に対して、スクールロイヤーから学
校に法に基づく適切な指導や助言、協力を得られる体制を整備する
ことで、課題の早期解決につなげる。

所属 学校教育課 事業費 13,980 千円 [一般会計]Ⅰ-(2)-3

所属 学校教育課 事業費 792 千円 [一般会計]Ⅰ-(2)-2

　小中学校における多様な学習分野を融合してバランスよく身につ
けることを推進し、様々な課題に対して横断的に学び、地域社会に
貢献し、地球規模の課題に取り組む人材の育成を図る。

　次世代を担う市内の児童生徒たちが大阪・関西万博を体験し、最
先端技術などの世界の英知に触れる機会を設ける。

所属 学校教育課 事業費 3,500 千円 [一般会計]Ⅰ-(2)-4



事業名 拡 すもと学びの多様化プロジェクト事業費 No. 13

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 5,959 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 13,637 千円

事業概要等

事業名 拡 部活動指導員配置事業費 No. 14

財源内訳
国 庫 支 出 金 813 千円 県 支 出 金 813 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 1,907 千円

事業概要等

事業名 継 科学のふしぎ三島教室事業費 No. 15

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 950 千円

事業概要等

所属 学校教育課 事業費 19,596 千円 [一般会計]Ⅰ-(2)-5

　部活動指導体制を充実させ、生徒が主体的に部活動に関わること
による資質・能力の向上を図るとともに、部活動を担当する教員の負
担軽減を図る。

所属 地域生活課 事業費 950 千円 [一般会計]Ⅰ-(2)-7

　不登校の児童生徒の多様な学びを支援するため、教育支援セン
ターや校内教育支援センターの整備及び支援員の配置を行い、周
囲とつながり自分のペースで学ぶことができる環境づくりを行う。
　令和７年度には、小学校３校において校内教育支援センターを新
たに整備する。

所属 学校教育課 事業費 3,533 千円 [一般会計]Ⅰ-(2)-6

　三島博士顕彰会と東京科学大学（旧東京工業大学。東京医科歯
科大学と合併）とのつながりを活かし、市内の小学生を対象とした科
学実験・工作教室を開催する。
　現役大学生が講師となり、参加者とふれあいながら未来の社会に
貢献できる想像力豊かな人材を育成する。



事業名 継 給食センター整備費 No. 16

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 36,000 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 0 千円

事業概要等

事業名 継 淡路文化史料館活性化事業費 No. 17

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 140 千円

一 般 財 源 443 千円

事業概要等

事業名 拡 田舎暮らし推進事業費 No. 18

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 11,625 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 42,400 千円

一 般 財 源 0 千円

事業概要等

　給食センターにおいて、各種設備・備品の計画的な更新・修繕等
を実施し、施設の安定運営及び学校給食の安定供給を図る。

【Ｒ７実施予定】
　・洲本給食センター給湯設備整備工事

所属 生涯学習課 事業費 583 千円 [一般会計]Ⅰ-(2)-9

所属 学校教育課 事業費 36,000 千円 [一般会計]Ⅰ-(2)-8

　移住を促すインセンティブとして、移住支援補助事業を実施すると
ともに、移住相談会や移住体験ツアー、移住者交流会などを通じ
て、まちの魅力を知ってもらい、定住促進を図る。
　また、若者や女性の定着、Uターンを図るため、地域の仕事を体験
する「すもとオープンファクトリープラス事業」や、テレワーカー育成に
向けた事業を実施する。

　市内で発見された新属新種の恐竜「ヤマトサウルス・イザナギイ」に
ついて、子どもたちに知ってもらい、地域に誇りと愛着を持ってもら
う。
　ヤマトサウルス・イザナギイのフィギュアや淡路文化史料館のマス
コットキャラクターである「ナギィ」のグッズを製作し、ワークショップ等
を通して広く周知していく。

所属 企画課 事業費 54,025 千円 [一般会計]Ⅰ-(3)-1

すもとオープンファクトリープラス事業



事業名 継 若手人材確保奨学金返還応援事業費 No. 19

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 900 千円

一 般 財 源 300 千円

事業概要等

事業名 継 商工業振興費（未来の担い手確保補助金） No. 20

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 3,000 千円

一 般 財 源 0 千円

事業概要等

事業名 拡 観光対策費 No. 21

財源内訳
国 庫 支 出 金 11,500 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 31,500 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 25,500 千円

事業概要等

所属 福祉課・商工観光課 事業費 1,200 千円 [一般会計]Ⅰ-(3)-2

　洲本市の未来の担い手を対象として、奨学金返還額の一部を補
助することで、市内の事業者における人材の確保に寄与する。併せ
て、市内就業者の経済的負担の軽減を図ることによりＵ・Ｊ・Ｉターンを
推進する。

所属 商工観光課 事業費 68,500 千円 [一般会計]Ⅱ-(1)-1

　中小企業や社会福祉法人等が従業員の奨学金返済を支援する
場合、その支援に要する費用の一部を補助することで、市内におけ
る若年者の中小企業や社会福祉法人等への就職の促進及び人材
の確保を図る。

所属 商工観光課 事業費 3,000 千円 [一般会計]Ⅰ-(3)-3

　観光施設の整備を行い、快適な利用環境の提供と観光地としての
魅力向上をめざすことにより、観光客増加につなげる。
　また、大阪・関西万博会場において、淡路島内に伝わる伝統芸能
を披露するイベントを島内３市共同で実施することにより、万博を訪
れる国内外の観光客に向けて淡路島のＰＲを行い、来島人口の増
加を図る。



事業名 拡 洲本城整備事業費 No. 22

財源内訳
国 庫 支 出 金 45,100 千円 県 支 出 金 16,240 千円

市 債 16,100 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 12,760 千円

事業概要等

事業名 継 歴史文化遺産活性化事業費 No. 23

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 337 千円

一 般 財 源 1,007 千円

事業概要等

事業名 新 大阪湾つながる海の旅づくりプロジェクト事業費 No. 24

財源内訳
国 庫 支 出 金 9,500 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 11,810 千円

事業概要等

　国史跡洲本城跡について、まちへの誇りと愛着の醸成、観光への
寄与を図るとともに、将来への継承を行うよう、着実に整備を進めて
いく。
　令和７年度は、「史跡洲本城跡 整備基本計画」に基づき、本丸搦
手西側石垣の修理事業及び南の丸、馬屋の石垣カルテ作成事業を
実施する。

所属 生涯学習課 事業費 1,344 千円 [一般会計]Ⅱ-(1)-3

所属 生涯学習課 事業費 90,200 千円 [一般会計]Ⅱ-(1)-2

　対岸の大阪湾南部に位置する岬町と洲本市が連携して実施する
本事業では、地域ごとの観光客データや統計情報を基に、旅行者
の嗜好や行動を分析するデジタルマーケティングを実施し、地域の
事業者と一体となって、ターゲット層に適したテーマ性やストーリー
性のある観光プランを開発し、両市町を結ぶ海上アクセスを軸に、イ
ンフルエンサーや広域観光プロモーションを強化することで、持続
可能な観光振興と地域経済の活性化をめざす。

　市内の歴史文化遺産について、重要な地域資産であることを再認
識してもらい、地域の活性化につなげていく。
　市内の歴史文化遺産を地元住民が案内する「すもと歴史さんぽ」
を開催する。
　また、令和８年に築城500年を迎える洲本城について、限定御城印
を作成し、市内外にＰＲしていく。

所属 企画課 事業費 21,310 千円 [一般会計]Ⅱ-(2)-1



事業名 拡 観光対策費 No. 25

財源内訳
国 庫 支 出 金 29,000 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 1,000 千円

一 般 財 源 41,000 千円

事業概要等

事業名 拡 DX事業推進費 No. 26

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 2,706 千円

事業概要等

事業名 継 起業支援事業費 No. 27

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 15,000 千円

一 般 財 源 0 千円

事業概要等

所属 商工観光課 事業費 71,000 千円 [一般会計]Ⅱ-(2)-2

　観光アプリ「スモツー」について、英語対応することによりインバウン
ドの受け入れ環境を整備し、訪日外国人観光客の利便性や満足度
を向上させ、リピーターの増加や新たな誘客を図る。

所属 商工観光課 事業費 15,000 千円 [一般会計]Ⅱ-(2)-4

　専門家の派遣を要請し、インバウンド対策の強化や遊休地等の活
用可能性を調査するほか、国事業や先進技術等を活用した二次交
通の充実化を図り、地域周遊の促進や消費額拡大をめざす。
　また、淡路島まつりについても引き続き前年と同規模で開催し、伝
統文化の継承と賑わいの創出を行い、中心市街地の活性化を図
る。
　　・地域活性化専門家派遣事業
　　・自動運転社会実装推進事業
　　・淡路島まつり協賛金

所属 商工観光課 事業費 2,706 千円 [一般会計]Ⅱ-(2)-3

　市内でＩＴ事業所を開設する事業者に対し、必要経費の一部を補
助するとともに、市内で起業しようとする幅広い世代の人を総合的に
支援するため、起業に要する費用の一部を補助し、地域経済の活
性化や雇用の確保、多様な働き方の推進を図る。



事業名 継 赤レンガ施設管理事業費 No. 28

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 56,600 千円

一 般 財 源 0 千円

事業概要等

事業名 新 地域経済循環創造事業費 No. 29

財源内訳
国 庫 支 出 金 16,666 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 8,334 千円

事業概要等

事業名 新 市制20周年記念事業費 No. 30

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 6,000 千円

事業概要等

　リノベーションした赤レンガ施設について、イベントや交流等のシェ
アスペースや親子の自由な居場所として管理・活用する。
　企業等の協力を得て「ヒト・モノ・エリア」を育て紡ぎ、常に新たなコ
ンテンツを生み出すことで市の魅力を発信し、市民広場周辺の活性
化を図る。

所属 企画課 事業費 25,000 千円 [一般会計]Ⅱ-(3)-1

所属 商工観光課 事業費 56,600 千円 [一般会計]Ⅱ-(2)-5

　平成18年２月11日に洲本市と津名郡五色町が合併し新たな洲本
市となり、令和８年２月で20年を迎える。市制施行20周年にあたり合
併後市政の発展のために貢献いただいた方々に敬意と感謝の意を
表すために表彰を行うとともに、これからの洲本市の更なる発展をめ
ざし、20周年記念式典を開催する。

　別名「ローカル10,000プロジェクト」とも呼ばれ、地域の産・学・金・
官などと連携し、地域の資源と資金を活用して雇用を生み出す地域
密着型事業の立ち上げを支援するもので、民間事業者、国、市が一
体となって、将来にわたって富を生み出していく仕組み（地域経済
循環）づくりに取り組む。

所属 秘書広報課 事業費 6,000 千円 [一般会計]Ⅱ-(3)-2



事業名 新 文化体育館20周年記念事業費 No. 31

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 12,000 千円

事業概要等

事業名 拡 市公式マスコットキャラクター「なのは」活用事業費 No. 32

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 700 千円

事業概要等

事業名 拡 担い手育成対策費 No. 33

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 20,500 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 3,238 千円

事業概要等

所属 生涯学習課 事業費 12,000 千円 [一般会計]Ⅱ-(3)-3

　市の公式マスコットキャラクターである「なのは」を活用することによ
り、シビックプライドの醸成を図るとともに、市のＰＲやブランディング
につなげる。
　なお、2025年は「なのは」がデビューして10周年となることから、周
年記念事業を実施する。

所属 農政課 事業費 23,738 千円 [一般会計]Ⅱ-(4)-1

　文化及びスポーツの振興を図る拠点施設である文化体育館の開
館20周年を記念して、市民参加によるベートヴェン第九演奏会を開
催する。

所属 企画課 事業費 700 千円 [一般会計]Ⅱ-(3)-4

　Ｕ・Ｊ・Ｉターンを含めた新規就農希望者の円滑な就農を促進し、多
様な担い手の確保を図るとともに、集落営農組織や認定農業者・認
定新規就農者などの経営体を対象に「集落営農連携促進事業」、
「機械・設備導入支援事業」などの機械導入等の支援措置を講じ、
持続可能な安定した経営体の育成を図る。



事業名 拡 高田屋公園改修事業費 No. 34

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 111,700 千円 そ の 他 特 財 34,300 千円

一 般 財 源 750 千円

事業概要等

事業名 拡 元気な水産業創造事業費 No. 35

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 80 千円

市 債 6,200 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 2,300 千円

事業概要等

事業名 継 畜産振興総合対策費 No. 36

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 6,063 千円

事業概要等

　国土交通省より重点「道の駅」として選定を受けた高田屋嘉兵衛公
園において、地域の賑わいや新たな付加価値を創出するため、「道
の駅」登録に必要な機能整備に合わせ、老朽化施設のリニューアル
整備を実施する。

所属 林務水産課 事業費 8,580 千円 [一般会計]Ⅱ-(4)-3

所属 農政課 事業費 146,750 千円 [一般会計]Ⅱ-(4)-2

　和牛・乳牛に係る飼養管理技術の向上と品質改善を図り、生産農
家の経営安定に資することを目的に畜産共進会を開催する。
　また、化学肥料の使用量を低減し、家畜ふん尿のたい肥の産業副
産物を有効活用する資源循環型農業への転換又は環境負荷低減
等の取組を支援する。

　水産業の活性化や漁場保全を図るため、水産多面的機能発揮対
策事業への負担金や由良町漁業協同組合製氷施設整備事業等へ
の補助を行う。

所属 農政課 事業費 6,063 千円 [一般会計]Ⅱ-(4)-4



事業名 継 うしぢから誘発推進事業費 No. 37

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 13,750 千円

事業概要等

事業名 継 新規就農総合支援事業費 No. 38

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 34,425 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 0 千円

事業概要等

事業名 継 有害鳥獣防除対策費 No. 39

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 19,917 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 22,154 千円

事業概要等

所属 農政課 事業費 13,750 千円 [一般会計]Ⅱ-(4)-5

　経営が不安定な就農初期の支援策として、経営開始資金等の給
付や機械施設導入に係る経費助成を行い、新規就農者の定着を図
る。
　①経営開始資金（150万円/年）
　②経営発展支援（就農後の初期投資的な経費補助3/4）

所属 農政課 事業費 42,071 千円 [一般会計]Ⅱ-(4)-7

　意欲ある農家・畜産グループの生産力の維持・向上のため、多角
的な支援措置を講じ、生産基盤の安定・強化を図る。
　①但馬牛繁殖経営安定対策事業
　②優良乳牛導入促進事業
　③雌確定精液等人工授精事業
　④洲本市産和牛肥育促進対策事業
　⑤高能力牛後継牛確保事業
　⑥ヘルパー利用促進事業

所属 農政課 事業費 34,425 千円 [一般会計]Ⅱ-(4)-6

　野生鳥獣による農作物被害への対策を効果的かつ効率的に実施
するため、金網柵・電気柵等の防護柵を設置する「防除対策」、捕獲
機材の導入による「捕獲対策」、集落ぐるみで取り組む「環境整備対
策」等の総合的な支援策を講じ、農作物被害の軽減と営農意欲の
維持向上を図る。



事業名 継 中間育成事業費 No. 40

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 3,200 千円

事業概要等

事業名 新 空家対策事業費 No. 41

財源内訳
国 庫 支 出 金 3,330 千円 県 支 出 金 18,644 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 9,920 千円

一 般 財 源 14,200 千円

事業概要等

事業名 拡 企業立地対策事業費 No. 42

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 22,000 千円

一 般 財 源 0 千円

事業概要等

　主要な水産種苗（ヒラメ、マダイ、ウニ、アワビ等）を適地に放流し、
水産資源の維持増大と漁家経営の安定・向上を図る。

所属 都市計画課 事業費 46,094 千円 [一般会計]Ⅱ-(5)-1

所属 林務水産課 事業費 3,200 千円 [一般会計]Ⅱ-(4)-8

　市内での立地企業に対し奨励金等を交付することで企業立地を促
進し、産業の振興及び雇用機会の拡大、地域経済の活性化を図
る。

　安全・安心で快適な地域社会を維持するため、空き家の解消を図
る。

【Ｒ７実施予定】
　・空家等活用促進特別区域制度の効果的活用
　・財産管理制度の活用
　・空き家バンク制度の有効活用
　・老朽危険空き家除却支援事業等の実施

所属 商工観光課 事業費 22,000 千円 [一般会計]Ⅱ-(5)-2

空家等活用促進特別区域に指定！

洲本市城下町地区



事業名 拡 広域行政負担金（ごみ処理広域化） No. 43

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 239,400 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 54 千円

事業概要等

事業名 拡 消防団充実強化事業費 No. 44

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 2,900 千円 そ の 他 特 財 2,000 千円

一 般 財 源 1,818 千円

事業概要等

事業名 拡 消防施設費 No. 45

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 13,800 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 2,366 千円

事業概要等

所属 企画課 事業費 239,454 千円 [一般会計]Ⅲ-(1)-1

　投光器のＬＥＤ化などの消防団備品の更新、免許証限定解除に係
る補助金交付、イベントへの消防団ブースの設置、女性消防団員に
よる紙芝居の実施などにより、消防団の充実強化及び団員確保を図
る。

所属 消防防災課 事業費 16,166 千円 [一般会計]Ⅲ-(1)-3

　淡路島内の３市における今後の人口減少等の状況を踏まえ、３市
によるごみ処理の広域化の実現が望ましいとの方向性のもと、ごみ
処理広域化事業に係る新可燃ごみ処理場の整備を行う。

所属 消防防災課 事業費 6,718 千円 [一般会計]Ⅲ-(1)-2

　消防団の各分団における装備品や施設等の整備を行い、消防力
の維持・強化を図る。

【Ｒ７実施予定】
　相川器具庫を上灘出張所内に移転するための各種工事を実施す
るとともに、上灘３地区（中津川・相川・畑田）の器具庫機能を集約
し、同地区の消防力維持を図る。

※イメージ図



事業名 拡 南海地震等防災対策費 No. 46

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 30,400 千円 そ の 他 特 財 1,000 千円

一 般 財 源 7,713 千円

事業概要等

事業名 拡 農道整備費 No. 47

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 129,600 千円 そ の 他 特 財 1,000 千円

一 般 財 源 10,000 千円

事業概要等

事業名 拡 道路新設改良費 No. 48

財源内訳
国 庫 支 出 金 300,000 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 331,400 千円 そ の 他 特 財 1,000 千円

一 般 財 源 1,511 千円

事業概要等

　防災に関する各種計画の作成、電子ハザードマップの更新、災害
用備蓄品の購入、サイレンシステムなどの災害情報伝達手段の整
備、防災訓練、防災啓発など防災に係る市施策の実施により、防災
力の向上を図る。

【Ｒ７実施予定】
　・物部ポンプ場スピーカー更改
　・サイレン吹鳴自動連携機能更新
　・指定避難所看板更新

所属 農地整備課 事業費 140,600 千円 [一般会計]Ⅲ-(1)-5

所属 消防防災課 事業費 39,113 千円 [一般会計]Ⅲ-(1)-4

　道路網の整備による広域的な交流連携を促進するとともに、地域
住民に必要不可欠な地域内道路等の利便性向上のため、市道の
新設や改良を行う。

【Ｒ７実施予定（路線名）】
 ・交付金事業
　　  宇原千草線、下内膳線、宇原猪鼻線、山神線等
 ・単独事業
　　　木戸横線等

　緊急輸送路（本四高速道路）上に架かる跨道橋を耐震化すること
で、緊急輸送路等の安全確保を図る。

【Ｒ７実施予定】
　山田原南跨道橋

所属 建設課 事業費 633,911 千円 [一般会計]Ⅲ-(1)-6



事業名 拡 港湾維持補修事業費 No. 49

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 17,000 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 0 千円

事業概要等

事業名 継 ＣＡＴＶ施設管理費 No. 50

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 10,000 千円 そ の 他 特 財 543,838 千円

一 般 財 源 0 千円

事業概要等

事業名 継 合併浄化槽設置費 No. 51

財源内訳
国 庫 支 出 金 9,397 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 21,871 千円

事業概要等

所属 建設課 事業費 17,000 千円 [一般会計]Ⅲ-(1)-7

　市内に張り巡らされているFTTH網（光ファイバーケーブル）、
CATV放送施設及びインターネット接続設備を適切に維持管理する
ことにより、地域コミュニティの意識醸成や地域間の情報格差解消を
図る。

所属 生活環境課 事業費 31,268 千円 [一般会計]Ⅲ-(1)-9

　市管理港湾を適切に維持管理し、利用者の安全確保や防災機能
向上を図る。

【Ｒ７実施予定】
 古茂江港水路浚渫工事等

所属 DX推進課 事業費 553,838 千円 [特・ＣＡＴＶ]Ⅲ-(1)-8

　個人の住宅へ合併処理浄化槽設置等する場合に補助する。

①　合併処理浄化槽の設置（新築等）
　　33万2千円（５人槽）、41万4千円（７人槽）、54万8千円（10人槽）
　　（下水道事業整備計画区域内については-10万円）
②　くみ取り槽や単独処理浄化槽から合併処理浄化槽へ転換の
　　場合、上限30万円を交付（新築は対象外）
③　①により、単独処理浄化槽を撤去する場合　　上限12万円
④　①により、くみ取り槽を撤去する場合　上限９万円



事業名 継 広域営農団地農道整備費 No. 52

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 24,800 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 0 千円

事業概要等

事業名 継 ため池等整備事業費 No. 53

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 26,782 千円

市 債 21,800 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 4,016 千円

事業概要等

事業名 継 農業基盤整備費 No. 54

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 174,160 千円

市 債 38,000 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 1,316 千円

事業概要等

　南淡路地域の農産物の流通ルートを確保し、京阪神方面への輸
送の効率化を図るとともに、農業生産基盤と農村の生活環境の改善
を図る。

所属 農地整備課 事業費 52,598 千円 [一般会計]Ⅲ-(1)-11

所属 農地整備課 事業費 24,800 千円 [一般会計]Ⅲ-(1)-10

　農業経営の合理化や魅力ある里づくりの推進を図るため、ほ場整
備を実施する。

【Ｒ７実施予定】
　県営ほ場整備事業、農地中間管理機構関連農地整備事業
　　塔下､都志大宮､相原､市原､市原２期地区

　緊急性･危険性の高いため池を改修し、農業用水の安定的な供給
及び決壊等の災害防止を図る。

【Ｒ７実施予定】
　県営･市営ため池等整備事業
　　宮谷池､高丸池､夫婦池下池､西ノ下池､尾上尻池､八京池､
　　殿谷下池､千木池

所属 農地整備課 事業費 213,476 千円 [一般会計]Ⅲ-(1)-12



事業名 継 多面的機能支払交付金事業費 No. 55

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 106,783 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 37,046 千円

事業概要等

事業名 継 道路維持補修事業費 No. 56

財源内訳
国 庫 支 出 金 49,500 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 133,700 千円 そ の 他 特 財 6,385 千円

一 般 財 源 27,415 千円

事業概要等

事業名 継 河川改良費 No. 57

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 2,420 千円

市 債 31,500 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 7,000 千円

事業概要等

所属 農地整備課 事業費 143,829 千円 [一般会計]Ⅲ-(1)-13

　老朽化した道路施設を適切に維持管理し、利用者の安全確保を
図る。

【Ｒ７実施予定】
　橋梁点検、街路樹せん定、橋梁維持修繕、舗装維持修繕、
　道路維持修繕、工事用原材料支給等

所属 建設課 事業費 40,920 千円 [一般会計]Ⅲ-(1)-15

　農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮を図るための地域の
共同活動に係る支援を行い、地域資源の適切な保全管理を推進す
る。

所属 建設課 事業費 217,000 千円 [一般会計]Ⅲ-(1)-14

　市管理河川の改修工事等の実施により、治水・浸水対策を行う。

【Ｒ７実施予定】
　御方川改修工事、中邑川改修工事、惣田川改修工事、
　伐木浚渫工事等



事業名 継 市営住宅ストック総合改善事業費 No. 58

財源内訳
国 庫 支 出 金 54,000 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 54,000 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 20 千円

事業概要等

事業名 継 公共下水道整備事業 No. 59

財源内訳
国 庫 支 出 金 432,250 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 450,250 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 0 千円

事業概要等

事業名 新 ホームヘルパー人材確保支援事業費 No. 60

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 2,244 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 898 千円

事業概要等

　住まい・住環境の改善のため、市営住宅の改修等を行う。

【Ｒ７実施予定】
　第２鮎の郷団地・宇山団地２号棟ストック改善工事

所属 下水道課 事業費 882,500 千円 [企・下水]Ⅲ-(1)-17

所属 都市計画課 事業費 108,020 千円 [一般会計]Ⅲ-(1)-16

　人材不足が深刻化する訪問介護・居宅介護事業について、継続
的・安定的な介護サービスの提供ができるよう、訪問介護・居宅介護
事業所が行うホームヘルパー人材の確保に係る取組に対して補助
する。

　生活環境の向上と公共用水域の水質保全、浸水被害軽減のた
め、下水道管渠整備と下水道施設の耐震化・長寿命化を実施する。

【Ｒ７実施予定】
　・管渠整備工事
　・洲浜ポンプ場耐震設計
　・洲本環境センター耐震補強・長寿命化工事

所属 福祉課 事業費 3,142 千円 [一般会計]Ⅲ-(2)-1



事業名 新 ヒアリングフレイル事業（聴こえGENKI事業） No. 61

財源内訳
国 庫 支 出 金 1,200 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 0 千円

事業概要等

事業名 拡 高齢者予防接種事業費 No. 62

財源内訳
国 庫 支 出 金 51 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 69,475 千円

事業概要等

事業名 継 特定健康診査等事業費 No. 63

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 16,377 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 13,973 千円

事業概要等

所属 介護福祉課 事業費 1,200 千円 [特・介護（事業）]Ⅲ-(2)-2

　予防接種法に基づく定期予防接種により、高齢者がかかると重篤
になりやすい感染症等の発症や重症化を予防し、高齢者の健康を
守るために接種費用の一部を助成する。
　肺炎球菌ワクチン、インフルエンザワクチン、新型コロナワクチンに
加え、令和７年度からは帯状疱疹ワクチン予防接種の助成を実施す
る。

所属 保険医療課 事業費 30,350 千円 [特・国保（事業）]Ⅲ-(2)-4

　難聴により生活に支障が生じている高齢者に対して補聴器購入費
用の一部を助成するだけでなく、難聴に関する①普及啓発、②早期
発見、③早期対応、④フォローアップ、⑤データ分析の５つの要素を
一連の流れで実施し、高齢者が自らの聞こえの状態に早期に関心
を持ち、聞こえにくさを感じた場合は、専門医受診や生活習慣の見
直しなど早期の対策に取り組み、良い「聞こえ」を手に入れて豊かな
暮らしを送ることができるよう支援する。

所属 健康増進課 事業費 69,526 千円 [一般会計]Ⅲ-(2)-3

　高齢者の医療の確保に関する法律に基づき、国民健康保険の保
険者（洲本市）が40歳以上の被保険者に対して実施する特定健康
診査及びその結果から生活習慣の改善が必要とされる被保険者へ
の特定保健指導に係る経費。
　また、早期介入事業として、若年期からの健康意識向上と生活習
慣病発症の予防を図るため、30歳から39歳までの被保険者に対し
て実施する健康診査及びその結果から生活習慣の改善が必要とさ
れる被保険者への保健指導に係る経費。



事業名 継 生活困窮者自立支援事業費 No. 64

財源内訳
国 庫 支 出 金 5,648 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 1,955 千円

事業概要等

事業名 継 地域生活支援費 No. 65

財源内訳
国 庫 支 出 金 12,624 千円 県 支 出 金 8,501 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 21,502 千円

一 般 財 源 39,373 千円

事業概要等

事業名 継 障害者移動手段確保事業費 No. 66

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 3,700 千円

一 般 財 源 0 千円

事業概要等

　生活保護に至る前の段階での自立支援策の強化を図る「第２の
セーフティネット」として、生活困窮者に対し自立相談支援、住居確
保給付金の支給事業を行うことで、包括的な支援を実施する。

所属 福祉課 事業費 82,000 千円 [一般会計]Ⅲ-(2)-6

所属 福祉課 事業費 7,603 千円 [一般会計]Ⅲ-(2)-5

　障害者総合支援法に基づき、障害者（児）が自立した日常生活等
を営むことができるよう、地域の特性や本人の状況に応じた地域生
活支援事業を実施することで、障害者（児）の福祉の増進を図る（相
談支援事業、意思疎通支援事業、基幹相談支援センター運営事業
等）。
　また、障害者の重度化・高齢化や「親亡き後」に備えるとともに、重
度障害にも対応できる専門性を有した専門職員の養成や地域が抱
える課題等に対応した体制を整備する（地域生活支援拠点整備事
業）。

所属 福祉課 事業費 3,700 千円 [一般会計]Ⅲ-(2)-7

　交通機関等の利用が困難で移動手段を持たない障害者に対し、
日常生活における移動手段を確保するために要する経費の一部を
助成することにより、自立した生活を支援する。
　また、障害者の移動手段の確保に係る更なる支援と利用しやすい
環境を整える。



事業名 継 老人福祉施設入所費 No. 67

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 23,100 千円

一 般 財 源 96,900 千円

事業概要等

事業名 継 高齢者移動手段確保事業費 No. 68

財源内訳
国 庫 支 出 金 11,200 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 0 千円

事業概要等

事業名 継 認知症総合支援事業費 No. 69

財源内訳
国 庫 支 出 金 6,760 千円 県 支 出 金 3,381 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 3,381 千円

一 般 財 源 4,037 千円

事業概要等

所属 介護福祉課 事業費 120,000 千円 [一般会計]Ⅲ-(2)-8

　交通機関等の利用が特に困難で移動手段を持たない高齢者に対
し、日常生活における移動手段を確保するために要する経費の一
部を助成することにより、自立した日常生活を営むことができるよう支
援し、高齢者の交通利便性の向上を図る。

所属 介護福祉課 事業費 17,559 千円 [特・介護（事業）]Ⅲ-(2)-10

　家庭環境や経済的な理由で在宅生活が困難な高齢者について、
心身の健康保持及び生活の安定を確保するため、市が養護老人
ホームに入所措置を行う制度。
　入所の可否については、市が設置する入所判定委員会で審査及
び判定を行う。

所属 介護福祉課 事業費 11,200 千円 [一般会計]Ⅲ-(2)-9

　認知症になっても本人の意思が尊重され、できる限り住み慣れた
地域の良い環境で暮らし続けられるまちづくりを推進するため、認知
症地域支援推進員の配置や認知症初期集中支援チームの設置を
行う。
　また、認知症の人やその家族の支援ニーズと認知症サポーターを
中心とした支援をつなぐ仕組みを整備する。



事業名 継 国民健康保険直営診療施設運営 No. 70

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 1,000 千円

市 債 7,300 千円 そ の 他 特 財 46,505 千円

一 般 財 源 217,195 千円

事業概要等

事業名 継 介護サービス事業 No. 71

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 278,000 千円

一 般 財 源 0 千円

事業概要等

事業名 拡 公共交通支援事業費 No. 72

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 53,226 千円

一 般 財 源 51,141 千円

事業概要等

　過疎地等における地域医療確保のため、上灘、五色、堺の各国民
健康保険診療所を運営する。

所属 サービス事業所・介護福祉課 事業費 278,000 千円 [特・介護（サービス）]Ⅲ-(2)-12

所属 サービス事業所 事業費 272,000 千円 [特・国保（直診）]Ⅲ-(2)-11

　バス利用の減少や高齢者の運転不安等、人の移動に関する課題
を解消するため、近隣市や交通事業者等と連携して公共交通による
移動手段の維持・確保に努める。

　五色健康福祉総合センター、五色地域福祉センター、訪問介護事
業所を運営する。

所属 企画課 事業費 104,367 千円 [一般会計]Ⅲ-(3)-1



事業名 新 飼い主のいない猫対策事業費 No. 73

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 600 千円

事業概要等

事業名 拡 文化体育館維持補修事業費 No. 74

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 120,000 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 0 千円

事業概要等

事業名 継 消費生活対策費 No. 75

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 5,485 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 4,419 千円

事業概要等

所属 生活環境課 事業費 600 千円 [一般会計]Ⅲ-(4)-1

　文化体育館において、各種設備・機器を更新し、経年劣化が進む
施設の長寿命化と機能向上等を図る。

【Ｒ７実施予定】
　・アリーナ移動観覧席等改修工事

所属 市民協働課 事業費 9,904 千円 [一般会計]Ⅲ-(4)-3

　野良猫の不妊手術に係る費用の一部を補助することにより、糞尿
や発情期の鳴き声などの衛生問題への対策を図る。
　なお、当該野良猫を捕獲する場合、捕獲器の無償貸与を行う。

　・市民１回あたり上限５万円
　　　申請は年1回
　　　オス１匹あたり５千円、メス１匹あたり１万円
　・捕獲器の無償貸与は不妊手術を行う野良猫の捕獲限定

所属 生涯学習課 事業費 120,000 千円 [一般会計]Ⅲ-(4)-2

　消費生活に関する窓口（消費生活センター）を設置し、消費者相
談・あっせんを行い、消費者トラブルの早期解決を図る。
　また、啓発活動、出前講座等の実施により、消費者被害の未然防
止・拡大防止を図る。



事業名 継 男女共同参画費 No. 76

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 159 千円

事業概要等

事業名 継 景観サポーター育成事業費 No. 77

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 1,264 千円

事業概要等

事業名 継 ごみ減量化機器導入促進事業費 No. 78

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 1,139 千円

事業概要等

　男女共同参画社会を推進し、多様な価値観を受け入れ、尊重され
る社会の実現に向けて取り組む。
　その一つとして、双方又はいずれか一方が性的少数者であり、互
いを人生の伴侶として相互に人権と個性を尊重し、日常生活におい
て継続的に協力し合うことを約した二者から、市に対して当該パート
ナーシップ関係にある宣誓の届出があった場合に、市長がそれを証
明するパートナーシップ宣誓制度の更なる周知と理解促進を図る。

所属 生活環境課 事業費 1,264 千円 [一般会計]Ⅲ-(4)-5

所属 市民協働課 事業費 159 千円 [一般会計]Ⅲ-(4)-4

　ごみの減量化対策の一環として、生ごみをたい肥化する処理容器
等の導入補助及び生ごみ処理機の１か月間の無償貸与を行う。

【購入費補助】
　・生ごみ処理容器： 購入金額の1/2以内、上限１万円
　・生ごみ処理機器： 購入金額の1/2以内、上限３万円
【賃借料補助】
　・生ごみ処理機器： 賃借料の月額の1/2以内、
　　　　　　　　　　　　　　　　１か月上限１千円×30か月

　公共の財産に対する住民の愛着及びまちづくりの担い手としての
意識を育み、公共空間において景観活動を行っている者に対して
春と秋の年２回花苗等の支援を行う。

所属 生活環境課 事業費 1,139 千円 [一般会計]Ⅲ-(4)-6



事業名 継 プラスチック資源循環促進事業費 No. 79

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 45,000 千円

一 般 財 源 0 千円

事業概要等

事業名 新 ふるさと納税推進事業費 No. 80

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 175,000 千円

一 般 財 源 0 千円

事業概要等

事業名 拡 電算開発費 No. 81

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 2,200 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 330 千円

事業概要等

所属 生活環境課 事業費 45,000 千円 [一般会計]Ⅲ-(4)-7

　ふるさと納税制度復帰後のふるさと納税ポータルサイトの効果的な
運用とふるさと納税業務（寄附の受付、寄附情報の管理、コールセ
ンターの設置、返礼品の発注・配送管理・新規開発等）を中間事業
者に委託することにより、ふるさと納税の健全な運用を確保し、事務
の適正化・安全化・効率化を図るとともに、ふるさと納税制度を活用
した歳入確保、地域産業の活性化を図る。

所属 行革推進室 事業費 2,530 千円 [一般会計]Ⅳ-2

　廃プラスチック（製品プラスチックと容器包装プラスチック）の分別
収集・再資源化に取り組み、ごみの減量化及びリサイクル率の向上
を図る。

　・市指定資源袋による月２回の廃プラスチック等の収集

所属 魅力創生課 事業費 175,000 千円 [一般会計]Ⅳ-1

　地方税統一QRコード導入のための財務会計システムの改修を行
い、道路占用料、行政財産目的外使用許可使用料等の全国共通
の取扱いが求められている公金の電子納付を可能とする。



事業名 継 電算開発費 No. 82

財源内訳
国 庫 支 出 金 163,443 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 67,472 千円

事業概要等

事業名 継 業務適正化事業費 No. 83

財源内訳
国 庫 支 出 金 0 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 3,146 千円

事業概要等

事業名 継 歳入確保対策の取組 No. 84

財源内訳
国 庫 支 出 金 － 千円 県 支 出 金 － 千円

市 債 － 千円 そ の 他 特 財 － 千円

一 般 財 源 － 千円

事業概要等

　地方公共団体情報システムの標準化に関する法律（令和３年法律
第40号）に基づく、標準化対象20業務の標準化業務及び国が整備
するクラウド基盤であるガバメントクラウド上にシステム環境を構築す
ることにより、将来の管理コスト低減やベンダロックインの解消に加
え、業務の効率化や住民サービスの向上を図る。

所属 総務課・行革推進室 事業費 3,146 千円 [一般会計]Ⅳ-4

所属 DX推進課 事業費 230,915 千円 [一般会計]Ⅳ-3

   公平かつ公正な補助金等の交付を推進するとともに、収入未済額
の縮減や滞納の抑止を図るため、市税等の歳入金を滞納している
者に対する補助金等の交付制限を行う。
   また、民間の力を取り入れることで市の持つ資源を有効活用し、効
率的で健全な財政運営をめざす。

　市職員等からの公益通報の受付等を行う外部窓口を設置するとと
もに、通報対象事実に係る事案の調査等を必要に応じて委託できる
ものとすることにより、公益通報の機会を確保し、公益に反する事態
を事前に防止できる仕組みを確立し、透明で適法かつ公正な市政
運営につなげる。
　また、公務員のコンプライアンス及びマネジメントに知見のある外
部の専門家を講師に招いたマネジメント研修や、事務の改善及び更
なる適正化に必要となる研修を継続的に実施する。

所属 行革推進室 事業費 － 千円 [一般会計]Ⅳ-5



事業名 継 戸籍住民基本台帳費 No. 85

財源内訳
国 庫 支 出 金 7,209 千円 県 支 出 金 53 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 6,914 千円

事業概要等

事業名 継 個人番号カード関連事業費 No. 86

財源内訳
国 庫 支 出 金 18,351 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 0 千円

事業概要等

事業名 新 淡路地区福祉有償運送事業費（燃料費） No. 87

財源内訳
国 庫 支 出 金 360 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 0 千円

事業概要等

所属 市民協働課 事業費 14,176 千円 [一般会計]Ⅳ-6

　デジタル社会の基盤となるマイナンバーカードの利便性・安全性
について啓発し、窓口へ申請に来られない人等への出張申請受
付、無料写真撮影サービス、休日申請・休日受取窓口の開設等の
マイナンバーカードを取得しやすい環境づくりに取り組み、普及拡
大を図る。
　また、制度開始から９年が経過し、カード発行から10回目の誕生日
を迎える人が増加することから、それらの更新手続きをスムーズに行
える体制の整備を進める。

所属 福祉課 事業費 360 千円 [一般会計]Ⅴ-1

　戸籍・住民基本台帳を整備して住民の身分関係・居住関係を公証
する。
　なお、令和５年６月の法改正によって戸籍に氏名のフリガナが記載
されることになり、行政のデジタル化の基盤整備を更に進めるととも
に、令和７年６月以降にフリガナ確認のための通知を実施することか
ら、円滑な事務の執行と市民への的確な情報提供に努める。

所属 市民協働課 事業費 18,351 千円 [一般会計]Ⅳ-7

　エネルギー等の物価高騰の影響を受ける福祉有償運送事業者を
支援することで、利用者への燃料価格等の高騰による影響を緩和す
るとともに、福祉有償運送事業の継続を図る。

戸籍制度マスコットキャラクター「コセキツネ」



事業名 新 高齢者施設等に対する光熱費等高騰対策支援事業費 No. 88

財源内訳
国 庫 支 出 金 16,700 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 0 千円

事業概要等

事業名 拡 プレミアム付商品券事業費 No. 89

財源内訳
国 庫 支 出 金 90,000 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 0 千円

事業概要等

事業名 継 うしぢから誘発推進事業費（飼料高騰対策） No. 90

財源内訳
国 庫 支 出 金 18,000 千円 県 支 出 金 0 千円

市 債 0 千円 そ の 他 特 財 0 千円

一 般 財 源 0 千円

事業概要等

　高齢者施設、障害者施設等において、光熱費・食料費等の高騰
による利用者負担の増加を抑制し、継続的・安定的にサービスを提
供できるよう、一時支援金を支給する。

所属 商工観光課 事業費 90,000 千円 [一般会計]Ⅴ-3

所属 介護福祉課・福祉課 事業費 16,700 千円 [一般会計]Ⅴ-2

　昨今の国際情勢の影響により飼料価格が大幅に上昇し、酪農家
及び肥育農家の経営を圧迫していることから、飼料コストの負担額の
増加の影響を緩和し、経営の継続を支援する。

　物価高騰による市内消費の落ち込みや経済の低迷を防ぐため、プ
レミアム付き商品券を発行する。なお、本市における消費活動のＤＸ
化の推進のため、デジタル商品券として広く市全域で実施する。

所属 農政課 事業費 18,000 千円 [一般会計]Ⅴ-4
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